
７
月
２
日
、
仙
北
市
消
防
訓
練
大
会
が
落
合
運
動
公
園
駐
車
場
で
開
催
さ

れ
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。（
関
連
記
事
３
ペ
ー
ジ
）

迅
速
か
つ
正
確
に
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　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

田
沢
湖
を
取
り
戻
す
た
め
、
息
の
長
い

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
ま
た
、
渡
辺
喜
久
男
富
士

河
口
湖
町
長
が
「
ク
ニ
マ
ス
に
『
こ
こ

が
君
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
、
田

沢
湖
だ
よ
』
と
声
を
か
け
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
、
日
本
一
深
い
田
沢
湖
と
日
本

一
高
い
富
士
山
と
ク
ニ
マ
ス
の
つ
な
が

り
で
、
よ
り
深
い
交
流
が
で
き
た
ら
い

い
な
と
思
い
ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。
引
き
続
き
、
田
沢
湖
再
生
ク
ニ

　

７
月
１
日
、
田
沢
湖
畔
に
田
沢
湖
ク

ニ
マ
ス
未
来
館
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
と
な
り
ま
し

た
が
、
関
係
者
約
90
人
が
出
席
。
神
事

が
行
わ
れ
た
後
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
セ

レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
オ
ー
プ
ン
を
祝

い
ま
し
た
。
門
脇
市
長
は
「
田
沢
湖
が

歩
ん
だ
歴
史
や
背
景
を
知
っ
て
も
ら
い
、

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
対
策
や
効
果
、

現
状
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
命
で
あ
ふ
れ
る

田
沢
湖
ク
ニ
マ
ス
未
来
館
が
オ
ー
プ
ンマ

ス
里
帰
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
中
坊
徹
次
氏
と
三
浦
久
氏
に
よ

る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
田
沢
湖
再
生

に
向
け
た
取
り
組
み
の
必
要
性
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
田
沢
湖
ク
ニ
マ
ス
未
来

館
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
開

館
。
観
覧
料
は
高
校
生
以
上
３
０
０
円
、

小
中
学
生
１
５
０
円
。
仙
北
市
民
は
無

料
（
仙
北
市
民
と
証
明
で
き
る
も
の
を

持
参
く
だ
さ
い
）。

記
念
講
演
す
る
中
坊

徹
次
氏
と
三
浦
久
氏
、

展
示
さ
れ
た
ク
ニ
マ

ス
（
右
か
ら
順
に
）。

　

６
月
18
日
、
仙
北
市
民
会
館
で
超
大
型
絵
本
を
使
っ

た
「
お
ま
え
う
ま
そ
う
だ
な
」
の
読
み
聞
か
せ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ロ
ビ
ー
で
は
絵
本
作
家
・
塚
本
や

す
し
先
生
が
自
身
の
作
品
で
あ
る「
こ
の
す
し
な
あ
に
」

や
「
42
本
の
ロ
ー
ソ
ク
」
な
ど
を
読
み
聞
か
せ
、
子
ど

も
た
ち
は
面
白
い
話
に
笑
顔
を
浮
か
べ
な
が
ら
楽
し
そ

う
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
行
わ
れ
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
折
り
紙
を
使
っ
た
お

す
し
作
り
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
お

父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
美
味
し
そ
う
な
お
す
し

を
作
ろ
う
と
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

田沢湖図書館招致による
超大型絵本の読み聞かせ

おまえうまそうだな

読み聞かせ中「おまえうまそうだな」の主人公ティラ
ノくんが登場！子どもたちは大喜びでした。ワークショップ『おすしを作ろう』

塚
本
や
す
し
先
生
に
よ
る
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
。

　

６
月
19
日
、
台
湾
と
草
津
・
指
宿
な

ど
日
本
有
数
の
温
泉
関
係
者
に
よ
る

国
際
会
議
「
台
湾
ア
ジ
ア
太
平
洋
国

際
温
泉
観
光
協
会
秋
田
・
仙
北
市
玉
川

大
会
」
が
駒
ヶ
岳
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
、
約
１
０
０
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
本
年
度
の
事
業
計
画
な

ど
を
決
め
た
ほ
か
、
温
泉
を
活
用
し
た

ヘ
ル
ス
ケ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

門
脇
市
長
が
講
演
し
ま
し
た
。
ま
た
、

20
日
に
は
市
議
会
観
光
振
興
議
員
連

盟
に
よ
る
歓
迎
昼
食
会
が
角
館
町
グ

ラ
ン
デ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン
で
開
催
さ
れ
、

台
湾
と
仙
北
市
の
関
係
者
が
温
泉
や

文
化
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

仙
北
市
を
舞
台
に
温
泉
を
通
じ
た
国
際
会
議

駒ヶ岳グランドホテルで開催された国際会議。
歓迎昼食会では、餅つきやそば打ちなど日本文化でおも
てなし。

日
頃
の
訓
練
を
競
い
合
う

仙
北
市
消
防
訓
練
大
会

本番さながらの消火活動を競い合った小型ポンプ操法。

　

7
月
２
日
、
仙
北
市
消
防
訓
練
大
会

が
落
合
運
動
公
園
駐
車
場
で
行
わ
れ
、

市
内
の
消
防
団
10
分
団
か
ら
、
小
型
ポ

ン
プ
操
法
の
部
に
22
チ
ー
ム
、
規
律
訓

練
の
部
に
７
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

出
場
し
た
団
員
は
日
頃
の
訓
練
の
成

果
を
発
揮
し
、
息
の
合
っ
た
動
き
を
み

せ
ま
し
た
。
各
部
門
の
上
位
３
チ
ー
ム

は
７
月
16
日
に
大
仙
市
で
行
わ
れ
る
大

仙
・
仙
北
・
美
郷
支
部
消
防
訓
練
大
会
に

出
場
し
ま
す
。

　

主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

機敏な動きで見事な団結力をみせた規律訓練。

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

優　

勝　

第
４
分
団
２
班
（
神
代
地
区
）

準
優
勝　

第
８
分
団
２
班
（
白
岩
地
区
）

第
３
位　

第
４
分
団
１
班
（
神
代
地
区
）

個
人
賞
（
小
型
ポ
ン
プ
）

指
揮
者　

高
橋
英
樹
（
第
４
分
団
２
班
）

１
番
員　

佐
藤
真
也
（
第
４
分
団
２
班
）

２
番
員　

本
田
翔
平
（
第
10
分
団
１
班
）

３
番
員　

三
浦
光
洋
（
第
４
分
団
２
班
）

規
律
訓
練
の
部

優　

勝　

第
８
分
団
（
白
岩
地
区
）

準
優
勝　

第
９
分
団
（
雲
沢
地
区
）

第
３
位　

第
７
分
団
（
角
館
地
区
）

田沢湖畔にオープンした田沢湖クニマス未来館（上）。晴れた日はバル
コニーから田沢湖が一望できます（下）。（6 月 24 日撮影）

ク
ニ
マ
ス
が
泳
ぐ
姿
を

じ
っ
く
り
観
察
し
た
り
、

田
沢
湖
の
歴
史
に
つ
い
て

学
ん
だ
り
す
る
来
館
者
。

温泉を活用したヘルスケアツーリズムについて講演する
門脇市長。
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　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

職
人
一
人
ひ
と
り
が
支
え
合
う

　

６
月
18
日
、
秋
田
建
築
労
働
組

合
角
館
支
部
に
よ
る
「
第
22
回
住
宅

デ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
立
町

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
で
無
料
住
宅
診
断

や
包
丁
研
ぎ
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

だ
し
の
こ
園
で
は
９
人
の
職
人
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
園
内
の
靴
棚
や
引
出

し
な
ど
の
修
繕
を
行
い
ま
し
た
。
大

石
良
助
角
館
支
部
長
は
「
今
後
も
子

ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
遊
ぶ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
こ
の
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　住宅デーにボランティア

だしのこ園では、靴棚や引き出しの修繕作業などが行われました。

夢
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

６
月
21
日
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会

主
催
の
「
夢
の
教
室
」
が
中
川
小
学
校

で
開
催
さ
れ
、
中
川
小
学
校
と
西
明

寺
小
学
校
の
５
年
生
あ
わ
せ
て
28
人

の
児
童
が
、
元
陸
上
選
手
の
秋
本
真

吾
さ
ん
の
授
業
を
受
け
ま
し
た
。
前

半
は
体
育
館
で
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
後

半
は
教
室
で
夢
を
持
つ
こ
と
の
大
切

さ
を
伝
え
ま
し
た
。
秋
本
さ
ん
は
自

身
の
経
験
を
踏
ま
え
「
ど
ん
な
こ
と

に
も
本
気
で
取
り
組
め
ば
、
夢
は
必

ず
近
づ
く
」
と
話
し
ま
し
た
。

　元陸上選手が「夢の教室」

秋本さんの指導のもと、体育館で授業を受ける児童たち。

ア
ン
コ
ー
ル
も
飛
び
出
す

　

６
月
16
日
、
仙
北
市
民
会
館
で
ロ

ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
「
松
山
隆
宏
ラ
イ

ブ
in
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
松
山
さ
ん
は
全
国
を

ま
わ
り
、
年
間
１
３
０
か
所
を
超
え

る
公
演
を
行
っ
て
い
る
ソ
ロ
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
で
、
仙
北
市
は
初
め
て
と

な
り
ま
す
。
当
日
は
、
今
ま
で
公
演

を
行
っ
た
地
方
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

ト
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
、
自
身
が
作

詞
作
曲
し
た
歌
な
ど
全
12
曲
を
披
露

し
、
訪
れ
た
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　松山隆宏さん熱唱ライブ

仙北市で初公演。弾き語りを披露する松山さん。

　

５
月
29
日
、
太
田
京
治
さ
ん
（
桧
木
内
字
松

葉
）
が
「
せ
ん
ぼ
く
ふ
る
さ
と
マ
イ
ス
タ
ー
」

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
太
田
さ
ん
は
約
60
年

間
、
仕
事
の
合
間
に
独
学
で
ア
ケ
ビ
の
蔓
を

使
っ
て
花
瓶
や
小
物
入
れ
な
ど
を
編
ん
で
き

ま
し
た
。
西
木
ま
つ
り
（
現
仙
北
市
産
業
祭
）

で
入
賞
し
た
こ
と
が
始
め
た
き
っ
か
け
と
言

い
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
や
編
み
方
を
頭
の
中
で
イ

メ
ー
ジ
し
て
、
だ
い
た
い
５
時
間
ほ
ど
で
編
み

終
わ
り
、
納
得
し
な
け
れ
ば
す
べ
て
ほ
ど
い
て

最
初
か
ら
作
り
直
す
と
い
う
こ
だ
わ
り
も
。
太

田
さ
ん
は
「
学
ん
で
み
た
い
と
い
う
方
が
い
れ

ば
、
ぜ
ひ
教
え
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

左から順に門脇市長、太田京治さん、推薦者の野中秀人さん。

せ
ん
ぼ
く
ふ
る
さ
と
マ
イ
ス
タ
ー
に
太
田
京
治
さ
ん

　サポーター各位のご支援により昨年度は「折りたたみ式バッ
ティングゲージ」を寄贈させていただきました。
　今後ともサポーター各位、市民の皆さまの野球部へのご声援を
よろしくお願い申し上げます。
  角館高校野球部地域サポーター事務局     代表　菅原一正

角館高校野球部　主将　大石柊斗
　今年も「すべてのチームに勝つ」という目標のもと練習に励んできま
した。その結果、秋季・春季ともに東北大会に出場することができまし
た。東北大会で各県の強豪校と戦うことで、一球、一つのプレーの大切
さを感じ取ることができました。この経験を甲子園予選に活かし、今年
の夏こそは必ず決勝の舞台で勝利します。応援よろしくお願いします。

角館高校野球部　監督　湯澤  淳
　今春、1 年生 23 人が入部し、67 人で現
在活動しております。地域の方々のご声援と
ご助力のおかげで、春季県南大会を連覇し春
季東北大会にもはじめて出場することができ
ました。大会の結果は満足いくものではな
かったですが、角館高校らしい粘り強い野球
をすることができました。取り組んできた練
習の成果が少しずつ形になってきているのを
感じています。昨夏の決勝での敗戦を糧にこ
こまで全員が目標に向かって努力してきまし
た。甲子園予選は、強い思いを持って向かっ
てくるチームばかりですが、それをはねのけ
る「心」を鍛えてきました。今年こそは、甲
子園で戦う強い角館高校をみせることができ
ると信じています。野球部一同、感謝の気持
ちを持って精一杯戦いますので、応援よろし
くお願いします。

角館高校野球部地域サポーター事務局から

平成 29 年度 国民体育
大会東北ブロック
大会
第 44 回 東 北 総 合 体
育大会カヌー競技

赤いエプロン姿でパワフ
ルに話す小川氏。

　6 月 17 日・18 日に生保内カヌー競技場で、平成 29
年度国民体育大会東北ブロック大会兼第 44 回東北総合
体育大会カヌー競技（スラローム・ワイルドウォーター）
が開催され、市内の 3 選手を含む秋田県選手 5 人が、
9 月に開催される「えひめ国体」への出場を決めました。
秋田県選手の結果は次のとおり。※敬称略（  ）は所属。
男子スラローム（カヤック）1 位 佐々木翼（秋田県カヌー
協会）    男子スラローム（カナディアン）1 位 佐々木翼

（万六建設）    男子ワイルドウォーター（カヤック）1 位 
佐々木優（秋田県体育協会）    女子スラローム（カナディ
アン） 1 位 佐藤彩乃（秋田病理組織細胞診研究センター）    
女子スラローム（カヤック）2 位 鈴木恵子（クリナップ）

寄
贈
さ
れ
た
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

ゲ
ー
ジ
で
練
習
す
る
選
手
た
ち
。

2007 年 9 月の「道の駅 十文字」開業当時から指揮を執り
ました。「始めは議員の反対が多かったが、県外の成功し
ている道の駅を視察するなど、多くの方々の協力を得て開
業にこぎつけた。ただ建物を建てて産直をやるだけでなく、
人を集めるため、コンサートなどのイベントもできるよう
に、天井を高くして木材を使ったこだわりの多目的ホール
も設けた。『道の駅を成功させるんだ！』という前向きな
気持ちがなければ成功しない」など、自らの経営手法を熱
く語り、参加者は真剣に耳を傾けていました。

巧みにパドルを操り急流に挑む
佐藤彩乃選手。

成功事例から学ぶ

「道の駅」講演会
　6 月 25 日、西木温泉クリオ
ンで道の駅十文字駅長の小川
健吉氏の講演会が開催されま
し た。 小 川 氏 は、 十 文 字 町 長
の頃から道の駅構想を提唱し、

今
年
入
部
し
た
１
年
生
23
人
。

5 広報せんぼく 4Semboku  City  Public  Relations



第 11 回 大仙･ 仙北･ 美郷
畜 産 共 進 会

田口春美さんの「はるにしき 367 号」

　

６
月
16
日
に
大
仙
市
の
さ
さ
く
ら
公
園
で
、
第
11

回
大
仙･

仙
北･

美
郷
畜
産
共
進
会
が
開
催
さ
れ
、

西
木
町
小
山
田
の
田
口
春
美
さ
ん
の
「
は
る
に
し
き

３
６
７
号
」が
、第
１
部（
肉
用
牛
の
部
）第
３
類
（
若

雌
の
２
）
で
、
優
等
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
市
内
か

ら
は
11
農
家
22
頭
が
出
陳
し
、
11
頭
が
上
位
入
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。
成
績
は
次
の
と
お
り
。〈
敬
称
略
〉

第
１
部  

肉
用
牛   

▽
第
１
類
（
育
成
雌
）  

１
等
賞
２
席 

に
お
う
３
１
９
号  

相
馬
勲
（
角
館
）   

▽
第
２
類
（
若

雌
の
１
）  

１
等
賞
１
席  

あ
さ
か
ぜ
４
８
号  （
農
）
藤
村

農
場
（
田
沢
湖
）  

１
等
賞
２
席  

第
６
０
く
ろ
や
ま
号  

黒
山
春
雄
（
角
館
）   

▽
第
３
類
（
若
雌
の
２
）  

優
等
賞  

は
る
に
し
き
３
６
７
号  

田
口
春
美
（
西
木
）  

１
等
賞

１
席  

は
る
こ
号  

高
橋
拓
治
（
角
館
）  

１
等
賞
２
席  

つ

る
だ
８
８
号  

菅
原
孝
作
（
角
館
）   

▽
第
４
類
（
義
平

福
娘
牛
） ２
等
賞  

に
お
う
３
０
６
号  

相
馬
勲
（
角
館
）  

▽
第
５
類
（
若
雌
の
３
）  

１
等
賞
１
席  

そ
の
だ
１
５
４

号  

菅
原
孝
作
（
角
館
）   

▽
第
７
類
（
母
娘
牛
群
・
２

頭
１
群
）  

１
等
賞  

そ
の
だ
１
３
０
号  

菅
原
孝
作
（
角

館
）  

つ
る
だ
８
９
号  

菅
原
孝
作
（
角
館
）   

第
３
部  

肥

育
牛   

▽
１
等
賞
２
席  

徳
花
号  

伊
藤
則
夫
（
西
木
）

　

４
月
か
ら
新
潮
社
記
念
文
学
館
で
好
評
開

催
中
の
「
新
潮
社
写
真
部
の
ネ
ガ
庫
か
ら 

カ

メ
ラ
が
み
た
作
家
の
素
顔
」
展
。
６
月
25
日
、

新
潮
社
「
小
説
新
潮
」
編
集
長
の
江
木
裕
計
氏

と
新
潮
社
写
真
部
カ
メ
ラ
マ
ン
の
筒
口
直
弘

氏
を
迎
え
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
展
示
作
家
の
一
人
、
水
上
勉
の

写
真
に
つ
い
て
「
撮
影
場
所
は
、
新
潮
社
の

中
に
あ
る
作
家
の
方
を
『
カ
ン
ヅ
メ
』
に
す

る
施
設
で
す
」
と
お
二
人
が
話
す
と
、
会
場

か
ら
は
笑
い
声
も
。
貴
重
な
話
に
、
参
加
者

は
興
味
深
く
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
展
覧

会
は
７
月
17
日
（
月
・
祝
）
ま
で
開
催
中
で
す
。

講師の江木氏と筒口氏が 1 枚ずつ写真を見ながら、作家の素顔や
撮影時のエピソードなどを話しました。

「
新
潮
社
写
真
部
の
ネ
ガ
庫
か
ら 

カ
メ
ラ
が
見
た
作
家
の
素
顔
」
展

　

６
月
22
日
、
神
代
小
学
校
で
５
年
生
の

児
童
を
対
象
に
『
チ
リ
メ
ン
ジ
ャ
コ
に
混

じ
っ
て
い
る
生
き
物
を
探
す
』
と
い
う
特

別
授
業
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
理

科
へ
の
意
欲
を
高
め
、
正
し
い
顕
微
鏡
の

操
作
を
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
爪
楊
枝
や

ピ
ン
セ
ッ
ト
で
チ
リ
メ
ン
ジ
ャ
コ
に
混

じ
っ
て
い
る
ミ
リ
単
位
の
生
き
物
を
探

し
、
イ
カ
や
タ
コ
、
巻
き
貝
な
ど
を
見
つ

け
る
と
大
喜
び
で
し
た
。
45
分
の
授
業
で

し
た
が
「
も
っ
と
や
り
た
い
」「
ま
た
見

つ
け
た
い
」
な
ど
興
奮
し
た
様
子
で
、
児

童
た
ち
に
と
っ
て
は
、
め
っ
た
に
観
察
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
海
の
生
き
物
に
触

れ
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

特別授業に興味津々の児童たち。

顕微鏡で見た生き物の形は、
まるでモンスター！児童たち
は興奮しながら観察していま
した。

チ
リ
メ
ン
ジ
ャ
コ
に
混
じ
っ
て
い
る
生
き
物
を
探
す

　これまで、市役所角館庁舎市民生活
課内の消費生活相談窓口で、消費生活
全般の苦情や問い合わせに対応してき
ましたが、昨今の特殊詐欺や悪質商法
などの複雑化による被害を防止するた
め、7 月 1 日に「仙北市消費生活セン
ター」を同課内に設置しました。今後
は、消費者行政機能を強化し、さらに
市民の利用促進を図っていきます。

角館庁舎に消費生活
センターを設置しました

７
月
３
日
、
角
館
庁
舎
の
玄
関
入
口
に
看
板
が
掲

げ
ら
れ
ま
し
た
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

門
脇
市
長
（
左
）と
中
村
市
民
福
祉
部
次
長（
右
）。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

特
別
企
画 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
仙
北
市
で
は
毎
年
、
修
学
旅
行
で
訪

れ
た
中
学
生
の
職
場
体
験
を
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。
か
く
の
だ
て
Ｆ
Ｃ
も
数
校

を
担
当
し
ま
す
。
６
月
14
日
に
は
、
札

幌
市
立
伏
見
中
学
校
の
６
人
の
生
徒
さ

ん
を
武
家
屋
敷
通
り
に
案
内
し
ま
し
た
。

　
映
画
「
た
そ
が
れ
清
兵
衛
」「
隠
し
剣

鬼
の
爪
」
等
の
撮
影
が
行
わ
れ
た
武
家

屋
敷
通
り
は
、
景
観
に
配
慮
し
て
電
線

が
見
え
な
い
の
で
、
撮
影
を
行
う
側
か

ら
も
喜
ば
れ
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

関
心
を
持
っ
た
生
徒
さ
ん
か
ら
、
ど
こ

に
あ
る
の
と
い
う
質
問
も
あ
り
ま
し
た
。

電
線
は
武
家
屋
敷
通
り
と
は
別
の
道
路

沿
い
に
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、
そ
の
場

所
を
確
認
す
る
と
納
得
し
た
様
子
で
し

た
。
ま
た
、
解
体
新
書
の
挿
絵
を
描
い

た
人
が
角
館
の
小
田
野
直
武
と
い
う
人

だ
と
伝
え
た
と
こ
ろ
、
声
を
出
し
て
驚

かくのだてフィルムコミッション

（仙北市観光課内）  ☎ 43-3352
http://kakunodate-fc.jp/

かくのだてフィルムコミッション

ロケーションだより
Kakunodate Film Commission

い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
釣
り
バ
カ

日
誌
15
」
の
撮
影
が
行
わ
れ
た
桧
木
内
川

堤
に
案
内
し
ま
し
た
。
堤
の
桜
は
樹
齢

80
年
の
老
木
で
あ
る
が
、
樹
木
医
さ
ん

が
い
る
こ
と
や
、
地
域
全
体
で
の
地
道

な
取
り
組
み
に
よ
り
、
毎
年
見
事
な
花

を
咲
か
せ
て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る
と
、

目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
修
学
旅
行
で
訪
れ
た
生
徒
さ

ん
が
将
来
大
人
に
な
っ
た
時
に
再
び
角

館
に
来
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
と
同
時

に
、
今
後
も
生
徒
さ
ん
の
学
習
の
役
に

立
て
れ
ば
と
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
仙
北
市
全
域
で
の
撮
影

を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
会
長
　
坂
本  

洋
）

武家屋敷通りを見学する伏見中学校の生徒たち

　

道
の
駅
講
演
会
（
本
号
４
ペ
ー
ジ
）
で
講
師

を
お
引
き
受
け
い
た
だ
い
た
小
川
健
吉
・
㈱
十

文
字
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
社
長
、
田
沢

湖
ク
ニ
マ
ス
未
来
館
の
竣
工
式
に
参
加
を
い
た

だ
い
た
後
藤
斎
・
山
梨
県
知
事
、
着
任
の
ご
あ

い
さ
つ
に
見
え
ら
れ
た
原
喜
孝
・
Ｊ
Ａ
秋
田
お

ば
こ
代
表
理
事
組
合
長
な
ど
、
様
々
な
皆
さ
ま

か
ら
果
樹
の
可
能
性
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

「
道
の
駅
十
文
字
ま
め
で
ら
が
～
」
は
、
小

川
社
長
が
十
文
字
町
長
だ
っ
た
頃
、
家
に
閉
じ

こ
も
り
気
味
の
高
齢
者
を
見
て
、「
気
軽
に
出

か
け
ら
れ
る
場
所
を
つ
く
り
た
い
」
と
思
っ
た

こ
と
が
始
ま
り
だ
っ
た
と
か
。「
ま
め
で
ら
が

～
」
は
、
そ
ん
な
思
い
が
伝
わ
る
名
称
で
す
。

小
川
社
長
は
、「
横
手
・
平
鹿
地
域
は
、
昔
か

ら
優
秀
な
農
家
が
大
勢
い
ま
す
。
道
の
駅
は
冬

期
間
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
リ
ン
ゴ

な
ど
高
品
質
な
果
樹
の
品
揃
え
で
売
り
上
げ
を

維
持
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

山
梨
県
は
、
ぶ
ど
う
や
桃
、
す
も
も
等
の
産

地
で
、
い
ず
れ
も
収
穫
量
は
日
本
一
で
す
。
そ

ん
な
県
で
も
現
状
に
満
足
せ
ず
、
新
た
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
後
藤
知
事
は
、「
果

物
は
、
苗
を
植
え
て
か
ら
数
年
間
、
農
家
収
益

が
上
が
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
県
が
実
を
付
け
る

直
前
ま
で
苗
を
育
成
管
理
し
、
そ
の
後
に
農
家

に
お
渡
し
す
る
制
度
と
技
術
の
確
立
を
研
究
し

て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ
は
、
県
内
で
最
も
正
組
合

員
が
多
く
、
そ
し
て
米
の
集
荷
量
は
全
国
ト
ッ

プ
を
誇
り
ま
す
。
同
時
に
稲
作
＋
α
の
複
合
経

営
に
も
熱
心
で
、
施
設
園
芸
や
畜
産
も
伸
び
て

き
ま
し
た
。
原
組
合
長
は
、「
土
壌
や
気
候
な
ど
、

隣
接
す
る
Ｊ
Ａ
と
栽
培
環
境
に
大
き
な
違
い
は

あ
り
ま
せ
ん
。
温
暖
化
も
考
え
る
と
果
樹
栽
培

は
さ
ら
に
進
め
た
い
分
野
で
す
。
指
導
者
も
確

保
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

果
樹
は
生
食
用
で
の
流
通
は
も
ち
ろ
ん
、
そ

れ
ら
加
工
食
品
も
人
気
で
す
。
食
文
化
の
欧
米

化
で
多
彩
な
活
用
が
あ
っ
た
り
、
観
光
と
の
連

携
も
見
込
め
ま
す
。
農
政
の
大
転
換
が
目
前
に

迫
っ
た
今
、
農
家
所
得
の
確
保
策
と
し
て
、
生

薬
作
物
の
導
入
と
同
様
に
、
思
い
切
っ
た
果
樹

振
興
政
策
が
必
要
で
す
。

　

農
林
水
産
省
も
果
樹
振
興
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
ま
た
全
国
の
果
樹
農
家
の
約
６
割
が
１
ヘ

ク
タ
ー
ル
未
満
で
す
。
中
山
間
地
で
無
理
と
言

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
は
若
い
農
業
者

か
ら
果
樹
導
入
を
期
待
す
る
意
見
を
多
数
聞
き

ま
す
。
何
を
つ
く
る
か
、
後
発
の
有
利
点
も
…
。

仙
北
市
長
　
門
脇
　
光
浩

『
果
樹
の
可
能
性
』
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ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
・
カ
セ
ッ
ト

ボ
ン
ベ
（
ス
プ
レ
ー
缶
）
の

処
理
に
つ
い
て
！

　
ゴ
ミ
収
集
車
の
荷
台
が
燃
え
る
事
故
が

２
年
続
け
て
発
生
し
て
い
ま
す
。
出
火
付

近
か
ら
は
、
溶
け
た
ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
や
焦

げ
た
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
（
ス
プ
レ
ー
缶
）、

さ
ら
に
は
、
中
身
の
残
っ
た
ま
ま
の
物
も

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
火
災
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

も
、
ラ
イ
タ
ー
は
ガ
ス
を
使
い
切
り
火
が

付
か
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
不
燃
ゴ

ミ
へ
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
（
ス
プ
レ
ー
缶
）

は
使
い
切
っ
て
か
ら
必
ず
穴
を
開
け
、
空

き
缶
と
一
緒
に
資
源
ゴ
ミ
へ
出
し
て
く
だ

さ
い
。

 

▼

中
身
の
残
っ
た
物
や
穴
が
開
け
ら
れ
て

い
な
い
物
は
市
で
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

 

▼

中
身
が
残
っ
た
状
態
で
穴
を
開
け
る
と

引
火
や
爆
発
事
故
の
原
因
と
な
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
使
い
切
っ
て

か
ら
開
け
て
く
だ
さ
い
。

一
般
廃
棄
物
の
処
分
を
依
頼

す
る
場
合
は
許
可
業
者
へ
！

　
ゴ
ミ
を
処
分
す
る
場
合
は
、
ゴ
ミ
の
排

出
者
本
人
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
や
一
般
廃
棄
物

最
終
処
分
場
へ
自
分
で
搬
入
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
は
、
仙
北
市
の
一
般
廃
棄

物
収
集
運
搬
業
許
可
業
者
へ
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

　
も
し
、
許
可
を
得
て
い
な
い
方
に
依
頼

し
、
そ
の
ゴ
ミ
が
不
法
に
処
分
さ
れ
る
と
、

排
出
者
自
身
も
そ
の
責
任
を
問
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
許
可
を
得
な
い

方
が
収
集
運
搬
行
為
を
行
う
と
、
５
年
以

下
の
懲
役
も
し
く
は
１
千
万
円
以
下
の
罰

金
に
処
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
許
可
者
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
民
情
報
」
→
「
ゴ

ミ
」
→
「
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
許
可

業
者
」か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

通
（
省
略
事
項
の
な
い
も
の
・
婚
姻
予

定
者
等
は
各
１
通
）

④
生
活
保
護
受
給
者
は
、
生
活
保
護
受
給

証
明
書
　
１
通

⑤
単
身
入
居
者
は
、戸
籍
謄
本
　
１
通
（
単

身
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
）

⑥
そ
の
他
特
別
な
事
由
の
書
類

※
い
ず
れ
も
市
役
所
窓
口
で
発
行
さ
れ
ま
す

（
手
数
料
が
掛
か
り
ま
す
）。

●
選
考
方
法
／
応
募
者
多
数
の
場
合
、
書

類
審
査
の
う
え
、
公
開
抽
選
（
申
込
人

に
よ
る
く
じ
引
き
）
を
行
い
ま
す
。

 

▼

抽
選
日
時
／
８
月
７
日
㈪ 

14
時

 

▼

抽
選
場
所
／
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

２
階 

集
会
室
（
西
木
庁
舎
）

●
入
居
時
期
／
８
月
14
日
㈪
～

●
募
集
期
間
／
７
月
18
日
㈫
～
31
日
㈪

●
入
居
資
格
／
次
の
①
～
⑤
ま
で
の
条
件

に
す
べ
て
あ
て
は
ま
る
こ
と

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
（
婚
姻
の
予
約

者
を
含
む
）

②
入
居
希
望
者
の
月
額
所
得
合
計
が

15
万
８
０
０
０
円
以
下
。
た
だ
し
、
小

学
校
就
学
前
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
は

25
万
９
０
０
０
円
以
下
。

③
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
な
方
。

④
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
。

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

※
単
身
入
居
の
場
合
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
昭
和
32
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
は
申
込
可
能
等
）。

※
市
外
在
住
の
方
で
も
入
居
可
能
で
す
。

●
申
込
方
法
／
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
必
要
書
類
を
添
え
て
、
募
集
期
間

内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
当
日
必
着
）。

●
提
出
先
・
申
込
書
設
置
場
所
／
建
設
課

（
西
木
庁
舎
）、
田
沢
湖
・
角
館
地
域
セ

ン
タ
ー

●
添
付
書
類
／

①
入
居
希
望
者
全
員
の
市
税
の
滞
納
が
な

い
こ
と
を
証
明
で
き
る
も
の
　
各
１
通

（
学
生
は
除
く
）

②
入
居
希
望
者
全
員
の
平
成
29
年
度
市
県

民
税
課
税
証
明
書
　
各
１
通
（
所
得
・

控
除
・
年
税
額
の
記
載
の
あ
る
も
の
）

③
入
居
希
望
者
の
世
帯
の
住
民
票
謄
本
１

市
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

【
問
合
せ
】
建
設
課 

管
理
係

（
西
木
庁
舎
）
☎
（
43
）２
２
９
５

●募集住宅

住宅名 住所 規格 階数 月額家賃 月額駐車料金

さくらぎの里 A-1-2
（築21年）

角館町雲然荒屋敷409 3LDK 2階建
21,900円から

（所得額による）

駐車場あり

（駐車料金あり）

さくらぎの里 D-1-1
（築20年）

角館町雲然荒屋敷409 3LDK 2階建
22,200円から

（所得額による）

駐車場あり

（駐車料金あり）

菅沢住宅1-6
（築40年）

角館町菅沢46-2 2LK 3階建

3階

15,000円から

（所得額による）
駐車場なし

菅沢住宅6-77
（築38年）

角館町菅沢46-1 3DK 3階建

3階

16,300円から

（所得額による）
駐車場なし

※月額家賃の 3 か月分の敷金の納付、連帯保証人が必要となります（抽選日から 10日以内）。
※暖房器具は、湿気防止のため、屋外給排気式（ＦＦ式等）または電気ストーブを使用。
※申込は 1世帯1戸限りです。

環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
願
い

【
問
合
せ
】
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

（
角
館
町
薗
田
）
☎
（
54
）３
３
０
５

●
試
験
区
分
／

 

【
高
校
卒
業
程
度
一
般
行
政
】

 

▲

採
用
人
数
／
若
干
名

 

▲

受
験
資
格
／
平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
12
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

※
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
と
高

等
専
門
学
校
を
含
む
）
を
卒
業
し
た
方
ま
た

は
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
卒
業
す
る
見
込

み
の
方
、
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
学
歴
を
有
す

る
と
認
め
ら
れ
る
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

●
第
１
次
試
験
／

 ▲

日
時
／
９
月
17
日
㈰

　
９
時
～
試
験
受
付

 ▲

会
場
／
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学

　（
秋
田
市
下
北
手
桜
守
沢
46-

１
）

 ▲

内
容
／

◎
高
校
卒
業
程
度
一
般
行
政
／
高
等
学
校

卒
業
程
度
の
教
養
試
験
お
よ
び
一
般
性

格
診
断
検
査

●
第
２
次
試
験
／
第
１
次
試
験
合
格
者
に

通
知
し
ま
す
。

●
申
込
用
紙
の
請
求
／
申
込
用
紙
・
受
験

案
内
は
、
７
月
19
日
㈬
か
ら
、
田
沢
湖

庁
舎
は
総
務
課
、
角
館
庁
舎
・
西
木
庁

舎
は
地
域
セ
ン
タ
ー
で
交
付
し
て
い
ま

す
。
郵
便
請
求
の
場
合
は
、
封
筒
の
表

に
「
採
用
試
験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱

書
き
し
、
あ
て
先
を
明
記
し
て
１
４
０

円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
角
型

平
成
29
年
度
仙
北
市
職
員
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】
総
務
課 

職
員
係
（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎
（
43
）１
１
１
１

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
様
々
な
情

報
を
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
と
し
て
配
信
し
ま

す
。
配
信
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
方

法
に
よ
り
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
配
信
さ
れ
る
情
報
／

 

▼

防
災
情
報
等
…
災
害
情
報
、
認
知
症
Ｓ

Ｏ
Ｓ
な
ど
。

 

▼

安
心
情
報
…
休
日
医
療
情
報
、
消
費
者

被
害
情
報
、
不
審
者
情
報
な
ど
。

 

▼

子
育
て
情
報
（
未
就
学
児
の
い
る
ご
家

庭
向
け
の
情
報
）…
乳
幼
児
検
診
情
報
、

休
日
医
療
情
報
、
不
審
者
情
報
な
ど
。

仙
北
市
・
安
全
安
心
メ
ー
ル
の

登
録
を
お
願
い
し
ま
す

【
問
合
せ
】
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー（
角
館
町
田
町
上
丁
）
☎
（
43
）３
３
３
９

 

▼

学
校
情
報
（
小
中
高
生
の
い
る
ご
家
庭

向
け
の
情
報
）
…
臨
時
休
校
情
報
、
不

審
者
情
報
な
ど
。

●
利
用
上
の
注
意
／

 

▼

安
全
安
心
メ
ー
ル
へ
の
登
録
は
無
料
で

す
が
、受
信
す
る
際
の
通
信
料
（
パ
ケ
ッ

ト
通
信
料
）
は
受
信
者
の
負
担
と
な
り

ま
す
。

 

▼

配
信
さ
れ
た
メ
ー
ル
へ
の
返
信
・
問
い

合
わ
せ
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

▼

そ
の
ほ
か
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『登録完了メール』が配信されます。

右記のバーコードを読み取るだけでも

登録先が表示されます。

toroku@anshin.city.semboku.akita.jp

仙北市・安全安心情報   登録のご案内

送信

スマートフォンや携帯電話、パソコンをお持ちの方

あて先：

件名：

に

空メールを してください。

のメールが配信されます。

内容に従って本登録を行ってください。

その後

登録が正常に完了すると

⇒
⇒

仙北市・安全安心メールの登録方法

　
２
号
サ
イ
ズ
）
を
必
ず
同
封
し
て
、
総

務
課
職
員
係
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
普
通
郵
便
の
事
故
お
よ
び
電
子

メ
ー
ル
に
よ
る
請
求
に
は
対
応
で
き
ま

せ
ん
。

●
申
込
手
続
／
申
込
書
と
自
己
紹
介
書
に

は
所
要
事
項
を
全
て
記
入
し
、
申
込
書

の
受
験
票
部
分
に
は
最
近
撮
影
し
た
上

半
身
、 
脱
帽
、
正
面
向
き
、
縦
６
セ
ン

チ
、
横
４
・
５
セ
ン
チ
の
写
真
１
葉
を

貼
っ
て
、
総
務
課
職
員
係
あ
て
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）。
な
お
、

角
館
・
西
木
地
域
セ
ン
タ
ー
で
は
、
受

付
し
ま
せ
ん
。

●
申
込
受
付
期
間
／
８
月
２
日
㈬
～
23
日

㈬
（
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
、

８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

　
郵
送
の
場
合
は
、
８
月
23
日
必
着
に
限

り
ま
す
。

●
申
込
先
／

　
仙
北
市
総
務
部
総
務
課
職
員
係

　
〒
０
１
４-

１
２
９
８

　
仙
北
市
田
沢
湖
生
保
内
字
宮
ノ
後
30

▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼桧木内出張所（サポートセンター）　 ☎ 48-2001

▼上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159

▼田沢出張所（サポートセンター）　☎ 43-1351

▼神代出張所（サポートセンター）　☎ 43-1352

市 information
役所からのお知らせ
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訓練項目 訓練時間 主な訓練内容 訓練場所

開会式
9:00

～
9:10

▼統監挨拶

▼来賓者挨拶

▼田沢湖スキー場管理セ

ンター内（無料休憩所）

訓練説明等
9:10

～

9:30

▼訓練概要の説明
▼統監以下の行動予定を説明

▼秋田駒ヶ岳の火山活動を紹介（ＤＶＤ鑑賞）

▼田沢湖スキー場管理セ

ンター内（無料休憩所）

ドローンによる情報収集活

動および登山者への携帯電

話の補給訓練

9:30

～

9:40

▼ドローンによる情報収集活動および登山者への携帯電話

の補給訓練を行う。

▼田沢湖スキー場内

（黒森地区）

消防団による登山道啓開訓練

（倒木除去）

9:40

～

10:00

▼ドローン情報に基づき、消防団が装備する消防積載車を

使って登山道を閉塞した倒木を迅速に除去、避難路を確保

する。

▼田沢湖スキー場管理セ

ンター前（ゲレンデ）

負傷した登山者を消防の地上

部隊と消防防災ヘリの連携に

よる救助訓練

10:00

～

10:30

▼ドローン情報に基づき、消防の地上部隊と消防防災ヘリ

の連携による登山者の救助、地上部隊は搬送のための応急

処置を実施する。

▼田沢湖スキー場管理セ

ンター北側（黒森ゲレ

ンデ）

火山噴火警戒レベル上昇に

伴うハザード内の住民の避

難訓練（逃げ遅れ者救出訓

練を含む）

10:30

～

11:00

▼火山活動の活発化に伴い気象庁から噴火警戒レベル上昇

の発表、仙北市災害対策本部は、それを受けてハザード内

の集落（高野集落）に対して避難指示、高野自主防災会が

主体となって避難。また、その中で逃げ遅れ者に対する対

応訓練を実施する。

▼高野町内会（高野会館

周辺）

火山噴火警戒レベル上昇に

伴うハザード内の要配慮者

施設の避難訓練

11:00

～

11:20

▼火山活動の活発化に伴い気象庁から噴火警戒レベル上昇

の発表、仙北市災害対策本部は、それを受けてハザード内

の要配慮者施設に対して避難指示、仙北警察署と連携して

福祉避難所へ避難する。

▼ 水沢地区（要配慮者施

設：ひなた・ひだまり）

大雨対応に伴う住民の避難

訓練

11:20

～

11:40

▼大雨対応に伴う避難訓練。仙北市災害対策本部より避難

指示、地区内の一時避難所（スポーツセンター）へ自主防

災会が主体となって実施する避難訓練。

▼水沢町内会周辺（田沢

湖スポーツセンター）

防災フェア視察
11:40

～

12:00

▼統監以下、防災関係機関の装備する装備品展示を視察、

参加防災機関は、国土交通省・陸上自衛隊・秋田県・東北

電力・警察・消防等、統監以下、防災関係機関の防災対応

能力を確認する。

▼水沢第２駐車場

閉会式
12:00

～

12:10

▼統監講評

▼来賓者挨拶

▼田沢湖スキー場レラ前

（銀嶺第１駐車場北側）

防災フェア
10:00

～

13:00

▼防災関係機関（国土交通省・陸上自衛隊・秋田県・東北

電力・警察・消防等）のブースを設け展示、市民の防災意

識の高揚を図る。

▼水沢第２駐車場

火山防災ステーション見学
10:00

～

13:00

▼火山防災ステーションの機能、秋田駒ヶ岳噴火の過去の

歴史・秋田駒ヶ岳の現況（監視カメラ）・秋田駒ヶ岳のハザー

トの特徴等を見学する。

▼アルパこまくさ内

「
指
定
管
理
者
制
度
」
と
は
…

　
公
の
施
設
の
管
理
運
営
に
民
間
の
能
力
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
幅
広
く
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
へ
の
柔
軟
な
対

応
・
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
・
効
率
的

な
運
営
に
よ
る
経
費
の
削
減
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
指
定
管
理
者
は
、
市
が
設
置
す
る
選
定
委

員
会
で
の
応
募
者
の
審
査
結
果
を
踏
ま
え
て

市
長
が
候
補
者
を
決
定
し
、
議
会
の
議
決
を

経
て
正
式
に
決
定
さ
れ
ま
す
。

④
仙
北
市
か
た
ま
え
山
森
林
公
園
・

　
仙
北
市
西
木
山
の
幸
資
料
館
・

　
仙
北
市
西
木
森
林
学
習
交
流
館

 

▼

所
在
地
／
仙
北
市
西
木
町
西
明
寺
字
潟

尻
１
１
７
‐
１

 

▼

指
定
期
間
／
平
成
30
年
４
月
１
日
～

　
平
成
35
年
３
月
31
日
（
５
年
間
）

 

▼

問
合
せ
／
農
山
村
活
性
課（
西
木
庁
舎
）

　
☎
（
43
）２
２
０
７

③
仙
北
市
民
浴
場
東
風
の
湯

 

▼

所
在
地
／
仙
北
市
田
沢
湖
生
保
内
字
武

蔵
野
１
１
１
‐
８

 
▼

指
定
期
間
／
平
成
30
年
４
月
１
日
～

　
平
成
35
年
３
月
31
日
（
５
年
間
）

 

▼

問
合
せ
／
保
健
課
（
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
内
） 
☎
（
55
）１
１
１
２

①
仙
北
市
民
バ
ス
（
向
生
保
内
線
）

 

▼

所
在
地
／
仙
北
市
田
沢
湖

 

▼

指
定
期
間
／
平
成
30
年
４
月
１
日
～

　
平
成
33
年
３
月
31
日
（
３
年
間
）

 

▼

問
合
せ
／
企
画
政
策
課（
田
沢
湖
庁
舎
）

☎
（
43
）１
１
１
２

②
仙
北
市
民
バ
ス

　
　（
中
川
線
お
よ
び
下
延
八
割
線
）

 

▼

所
在
地
／
仙
北
市
角
館
町

 

▼

指
定
期
間
／
平
成
30
年
４
月
１
日
～

　
平
成
33
年
３
月
31
日
（
３
年
間
）

 

▼

問
合
せ
／
企
画
政
策
課（
田
沢
湖
庁
舎
）

☎
（
43
）１
１
１
２

⑤
仙
北
市
外
町
交
流
広
場

 

▼

所
在
地
／
仙
北
市
角
館
町
岩
瀬
町
10

 

▼

指
定
期
間
／
平
成
30
年
４
月
１
日
～

　
平
成
35
年
３
月
31
日
（
５
年
間
）

 

▼

問
合
せ
／
商
工
課
（
中
町
庁
舎
）

　
☎
（
43
）３
３
５
１

仙
北
市
公
の
施
設
の
指
定

管
理
者
を
募
集
し
ま
す

【
問
合
せ
】
事
務
事
業
移
転
室

（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎
（
43
）１
１
１
１

　
市
で
は
、「
指
定
管
理
者
制
度
」
を
活
用

し
て
、
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
効
果

的
・
効
率
的
な
管
理
運
営
を
図
る
た
め
、

次
の
施
設
に
つ
い
て
指
定
管
理
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
募
集
要
項
の
配
布
や
、
質
問
事
項
の
受

付
な
ど
は
各
施
設
の
担
当
課
で
行
っ
て
い

ま
す
。
応
募
を
希
望
さ
れ
る
法
人
そ
の
他

の
団
体
の
皆
さ
ま
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
参
加
資
格
／
仙
北
市
内
に
事
業
所
を
有

す
る
法
人
、
そ
の
他
の
団
体

●
募
集
要
項
配
布
・
質
問
受
付
／

　
７
月
18
日
㈫
～
８
月
18
日
㈮

●
現
地
説
明
会
／
実
施
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。
希
望
さ
れ
る
場
合
は
問
合
せ
先
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
申
請
書
提
出
期
間
／

　
８
月
21
日
㈪
～
９
月
４
日
㈪

●
申
請
書
提
出
先
／
各
施
設
の
担
当
課

～
も
し
突
然
、

大
規
模
な
地
震
や
噴
火
が
起
こ
っ
た
ら
～

あ
な
た
は
適
切
な
対
応
が
と
れ
ま
す
か
？

　
大
規
模
な
地
震
と
活
火
山
の
活
動
に
よ

る
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
上
昇
、
併
せ
て
大
雨

に
よ
る
災
害
を
想
定
し
、
市
を
は
じ
め
と

す
る
防
災
関
係
機
関
と
住
民
自
ら
が
命
を

守
る
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
を
共
に
考
え

行
動
し
、
実
動
訓
練
を
通
じ
て
体
験
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
仙
北
市
総
合
防
災
訓
練

を
開
催
し
ま
す
。

●
訓
練
日
時
／

　
８
月
５
日
㈯
　
９
時
～
13
時

●
訓
練
場
所
／
仙
北
市
田
沢
湖
地
区
で
行

わ
れ
ま
す
。
詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
の
訓
練

概
要
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 

▼

実
動
訓
練
／
田
沢
湖
生
保
内
地
域
（
高

野
町
内
・
水
沢
町
内
）・
田
沢
湖
ス
キ
ー

場
管
理
セ
ン
タ
ー
周
辺

 

▼

防
災
フ
ェ
ア
／
田
沢
湖
ス
キ
ー
場
水
沢

第
２
駐
車
場

 

▼

火
山
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
／
ア
ル
パ
こ

ま
く
さ

●
訓
練
の
重
点
／

 

▼

火
山
対
応
に
お
け
る
登
山
者
の
救
助
訓

練
等

 
▼

火
山
お
よ
び
大
雨
対
応
に
お
け
る
住

民
・
要
配
慮
者
施
設
の
避
難
訓
練
等

 

▼

市
民
・
防
災
関
係
者
の
防
災
意
識
の
高
揚

●
訓
練
組
織
／

 

▼

主
催
／
仙
北
市
、
秋
田
県
消
防
協
会
大
仙

平
成
29
年
度

仙
北
市
総
合
防
災
訓
練
を
開
催
し
ま
す

【
問
合
せ
】
総
合
防
災
課
（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎
（
43
）１
１
１
５

仙
北
美
郷
支
部

 

▼

統
監
部
／
統

監
：
仙
北
市

長
、
副
統
監
：

秋
田
県
消
防
協

会
大
仙
仙
北
美

郷
支
部
長
ほ
か

●
訓
練
内
容
／

 

▼

開
会
式
お
よ
び
閉
会
式
、
総
合
会
場
・

訓
練
本
部
設
置
（
田
沢
湖
ス
キ
ー
場
管

理
セ
ン
タ
ー
）

 

▼

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
情
報
収
集
訓
練

（
田
沢
湖
ス
キ
ー
場
管
理
セ
ン
タ
ー
周
辺
）

 

▼

消
防
積
載
車
を
活
用
し
た
倒
木
除
去
訓

練
（
田
沢
湖
ス
キ
ー
場
管
理
セ
ン
タ
ー

周
辺
）

 

▼

地
上
部
隊
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
登

山
者
救
助
訓
練
（
田
沢
湖
ス
キ
ー
場
管

理
セ
ン
タ
ー
周
辺
）

 

▼

高
野
・
水
沢
町
内
自
主
防
災
会
避
難
訓

練
（
各
町
内
）

 

▼

高
野
・
水
沢
町
内
炊
き
出
し
訓
練
（
高

野
会
館
・
田
沢
湖
ス
キ
ー
場
管
理
セ
ン

タ
ー
前
）

 

▼

要
配
慮
者
施
設
の
避
難
訓
練
（
水
沢
地

区
《
ひ
な
た
・
ひ
だ
ま
り
》）

 

▼

防
災
フ
ェ
ア
（
田
沢
湖
ス
キ
ー
場
水
沢

第
２
駐
車
場
）

 

▼

火
山
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
ア
ル
パ
こ

ま
く
さ
）

仙北市総合防災訓練　訓練概要

information市 役所からのお知らせ ▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼桧木内出張所（サポートセンター）　 ☎ 48-2001

▼上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159

▼田沢出張所（サポートセンター）　☎ 43-1351

▼神代出張所（サポートセンター）　☎ 43-1352
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　生涯学習活動紹介

 私たちと一緒に活動しませんか？ 　生涯学習活動紹介

　
西
木
公
民
館
で
は
、

戦
国
の
武
将
“
戸
沢

氏
”
の
史
跡
を
中
心

に
、
西
木
地
区
の
歴

史
や
文
化
な
ど
を
全

３
回
の
講
座
で
学
ぶ

「
ふ
る
さ
と
講
座
」
を

西
木
町
文
化
財
保
護

協
会
会
長
の
加
藤
義

規
氏
を
講
師
に
迎
え
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
第
１
回
目
の
講
座
で
は
戸
沢
氏
の
系
譜
を
辿

り
、
西
木
町
戸
沢
か
ら
角
館
に
城
を
移
す
ま
で

に
つ
い
て
、
山
形
県
新
庄
市
の
郷
土
資
料
や
雫

石
、
角
館
、
西
木
の
郷
土
史
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
書

か
れ
て
い
る
内
容
の
違
い
に
つ
い
て
学
習
し
、

戸
沢
氏
に
縁
の
あ
る
戸
沢
城
跡
、
上
桧
木
内
神

社
、
塞
ノ
神
堂
を
実
際
に
訪
れ
ま
し
た
。
塞
ノ

神
堂
で
は
毎
年
小
正
月
行
事
と
し
て
行
わ
れ
て

い
る
「
カ
ン
デ
ッ
コ
上
げ
」
に
つ
い
て
も
講
師

か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　生涯学習活動紹介

　
２
０
２
０
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

の
入
賞
メ
ダ
ル
に
、
不
要
と
な
っ
た
小
型

家
電
に
含
ま
れ
る
リ
サ
イ
ク
ル
材
が
活
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
東
京
２
０
２
０
組
織
委
員
会
が
主
催
す

る
こ
の
取
り
組
み
に
仙
北
市
も
参
加
し
、

小
型
家
電
製
品
に
含
ま
れ
る
レ
ア
メ
タ
ル

（
希
少
金
属
）
の
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
を
図

り
ま
す
。

●
回
収
場
所
／
市
役
所
各
庁
舎
に
設
置
し

て
い
る
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
ご
利
用
く
だ

都
市
鉱
山
か
ら
つ
く
る
！
み
ん
な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
参
加
し
ま
す

【
問
合
せ
】
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー（
角
館
町
薗
田
）
☎
（
54
）３
３
０
５

さ
い
。

　
ま
た
、
角
館
地
域
セ
ン
タ
ー
に
は
携

帯
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
専
用
回
収
ボ
ッ

ク
ス
も
設
置
し
ま
す
。

●
回
収
品
目
／
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
・
電

卓
・
ゲ
ー
ム
機
・
パ
ソ
コ
ン
関
連
機
器

等
の
小
型
家
電
製
品

※
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
品
（
テ
レ

ビ
・
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
等
）

は
回
収
し
ま
せ
ん
。
家
電
販
売
店
や
収

集
運
搬
許
可
業
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
仙
北
市
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
が
増

加
し
て
い
ま
す
が
、
外
国
人
が
旅
行
す
る

時
に
不
安
を
感
じ
る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

施
設
内
の
外
国
語
表
記
の
不
足
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
外
国
語
表
記
の
専
門

家
が
施
設
を
訪
問
し
、
現
状
調
査
を
基
に

多
言
語
表
記
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
簡
単
な

施
設
案
内
表
記
作
成
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。
外
国
人
観
光
客
の
外
国
語
表
記
化
に

興
味
が
あ
る
方
は
是
非
こ
の
機
会
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
対
象
／
市
内
の
宿
泊
施
設
、
飲
食

施
設
の
中
を
外
国
語
表
記
に
す
る

お
手
伝
い
を
し
ま
す

【
問
合
せ
】
国
際
交
流
推
進
室
（
中
町
庁
舎
）
☎
（
43
）３
３
０
１

店
・
お
土
産
品
店
等
の
商
業
施
設
、
観

光
施
設
等

●
対
象
言
語
／
英
語
・
中
国
語（
繁
体
字
）・

韓
国
語
・
タ
イ
語

●
募
集
件
数
／
30
件
（
先
着
順
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
）

●
申
込
期
限
／
８
月
４
日
㈮

●
申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
54
‐

４
１
０
２
）
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
む
際
は
、
市
役
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
新
着
情
報
か
ら
申
込
用
紙
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

「

水
道
料
金
が
変
わ
り
ま
す

　
現
在
、
地
域
ご
と
に
異
な
っ
て
い
る
水

道
料
金
を
統
一
す
る
た
め
、
毎
年
段
階
的

に
料
金
を
変
更
し
て
い
ま
す
。
７
月
か
ら

経
過
措
置
５
年
目
と
な
り
、
同
水
量
で
も

料
金
が
異
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
水
道
料
金
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は
、
お
客
様
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

水
道
に
関
す
る

お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】
お
客
様
セ
ン
タ
ー（
西
木
庁
舎 

上
下
水
道
課
内
）
☎
（
42
）８
０
２
２

水
道
の
届
出
は
お
早
め
に

　
水
道
の
使
用
を
開
始
・
中
止
し
た
り
使

用
者
の
名
義
変
更
を
す
る
際
は
水
道
使
用

異
動
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
特
に
、
水

道
の
使
用
を
開
始
す
る
際
は
、
直
前
の
届

出
と
な
る
と
開
始
日
時
等
の
ご
希
望
に
沿

え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

異
動
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　
日
中
、
仕
事
な
ど
で
市
税
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
夜
間
納
税
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。

　
ま
た
、
諸
事
情
に
よ
り
市
税
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
納
税
相
談
窓

口
も
併
せ
て
開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
７
月
31
日
㈪ 

17
時
15
分
～
19
時

※
開
設
時
間
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
事
前

   

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
場
所
／
税
務
課
、
角
館
・
西
木
地
域
セ
ン

夜
間
納
税
窓
口
を

開
設
し
ま
す

【
問
合
せ
】
税
務
課
（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎
（
43
）１
１
１
７

タ
ー（
正
面
玄
関
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
）

●
平
成
29
年
７
月
31
日
㈪
納
期
限
の
税
目
／

 

▼

国
民
健
康
保
険
税
　
第
１
期

 

▼

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴
収
）

   

第
１
期

 

▼

固
定
資
産
税
　
第
２
期

※
口
座
振
替
も
納
期
限
と
同
日
で
す
の
で
、
前

   

日
ま
で
通
帳
の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
納
税
に
は
口
座
振
替
が
便
利
で
安
心
で
す
。

   

各
金
融
機
関
ま
た
は
、
市
役
所
税
務
課
、
地

   

域
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

生涯学習課　 ☎43-3383
田沢湖公民館 ☎43-1061
角館公民館　 ☎54-1110
西木公民館　 ☎47-3100
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生
涯
学
習

学
び
・
ふ
れ
あ
い
・
心
豊
か
に

広報せんぼく平成 29 年（2017） 7 月 16 日号　　学び・ふれあい・心豊かに  生涯学習

　
６
月
27
日
に
角
館
武

家
屋
敷
の
歴
史
に
つ
い

て
学
ぶ
講
座
を
、
仙
北

市
公
民
大
学
郷
土
研
究

学
科
講
師
の
戸
澤
嗣
郎

氏
を
講
師
に
迎
え
て
開

催
し
ま
し
た
。

　
角
館
公
民
館
で
内
町

の
概
要
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
そ
の
後
角
館

庁
舎
前
の
火
除
け
跡
ま

で
、
初
夏
の
武
家
屋
敷

を
散
策
し
な
が
ら
内
町

の
歴
史
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。
参
加
し
た
12

人
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

「
何
気
な
く
通
っ
て
い
る

所
に
も
色
々
な
歴
史
が

あ
り
、
散
策
し
な
が
ら

学
べ
て
よ
か
っ
た
」
と

好
評
で
し
た
。

　
次
回
の「
角
館（
外
町
）

を
知
ろ
う
」
は
９
月
26

日
㈫
に
予
定
し
て
い
ま

す
。
広
報
９
月
1
日
号

で
参
加
者
を
募
集
す
る

角館（武家屋敷）を知ろう
　
私
た
ち
角
館
混
声
合
唱

団
は
、
歌
好
き
、
合
唱

好
き
な
方
々
が
市
内
外
か

ら
集
ま
り
混
声
四
部
合
唱

を
主
と
し
た
曲
を
演
奏
し

て
い
ま
す
。
曲
の
ジ
ャ
ン

ル
は
コ
ン
コ
ー
ネ
（
練
習

曲
）、
ラ
テ
ン
語
の
曲
か

ら
Ｊ
ポ
ッ
プ
、
日
本
抒
情

歌
ま
で
と
幅
広
く
、
県
内

で
行
わ
れ
る
各
種
合
唱
祭

や
演
奏
会
に
参
加
し
て
い

ま
す
。

　
最
初
は
皆
さ
ん
譜
読
み

な
ど
で
悪
戦
苦
闘
し
ま
す

が
、
不
思
議
な
こ
と
に
回

を
重
ね
る
う
ち
に
歌
え
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
遠
慮

せ
ず
に
、
ぜ
ひ
入
団
し
て

く
だ
さ
い
。
男
性
陣
大
歓

迎
で
す
。

●

日
時
／
毎
週
土
曜
日
　

19
時
～
21
時
30
分

●

場
所
／
角
館
公
民
館

　「
研
修
室
１
」

角館混声合唱団

　
田
沢
湖
公
民
館
で

は
、
季
節
の
生
花
を
小

鉢
や
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
な

ど
に
飾
る
テ
ー
ブ
ル
フ

ラ
ワ
ー
教
室
を
、
５
月

23
日
か
ら
毎
月
１
回

(

全
６
回)

田
沢
湖
総
合

開
発
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
毎
回
決
め
ら
れ
た

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
様
々
な
花
の
美
し
さ
や
特

性
を
生
か
し
な
が
ら
、
個
性
豊
か
な
作
品
を
完

成
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
講
師
の
大
石
孝
子
先
生
は
、「
生
け
花
は
手

軽
に
楽
し
め
る
こ
と
を
知
っ
て
欲
し
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

食卓を彩るテーブルフラワー教室

　
次
回
か
ら
は
拠
点
を
戸
沢
か
ら

桧
木
内
、
門
屋
へ
と
南
に
移
し
た

経
緯
と
足
跡
な
ど
に
つ
い
て
学
び

ま
す
。

予
定
で
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

●

会
員
数
／
30
人

●

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

ふるさと講座

現
地
を
訪
れ
て
の
説
明
に
は
、
皆
さ
ん
興

味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
毎
回
素
敵
な
作
品
を
作
り
上
げ
て

い
ま
す
。

information市 役所からのお知らせ ▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147
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【
最
近
の
動
向
②
】

 

国
家
戦
略
特
区
に
関
す
る
山
本
大
臣
へ
の 

　
　
　
　
　
　
　    

　 

緊
急
提
言
の
申
し
入
れ 

　
国
家
戦
略
特
区
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
数
多
く
の

岩
盤
規
制
改
革
が
実
現
し
、
成
果
を
あ
げ
て
き
て

い
ま
し
た
が
、
獣
医
学
部
新
設
を
巡
り
、
こ
れ
ま

で
の
国
家
戦
略
特
区
の
運
営
や
原
則
を
否
定
す

る
よ
う
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
議
論

に
強
い
危
機
感
を
感
じ
た
特
区
指
定
自
治
体
（
神

奈
川
県
知
事
、
成
田
市
長
、
新
潟
市
長
、
養
父
市

長
、
福
岡
市
長
、
沖
縄
県
知
事
、
千
葉
市
長
、
北

九
州
市
長
、
広
島
県
知
事
、
今
治
市
長
、
仙
北
市

長
）
と
特
区
事
業
者
（
２
社
）、
特
区
議
員
（
５
名
）

の
３
団
体
で
、
６
月
26
日
に
中
央
合
同
庁
舎
８
号

館
（
東
京
都
内
）
で
、
山
本
大
臣
に
「
国
家
戦
略

特
区
の
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
」
緊
急
提
言
の
申

し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

◆
市
長
の
発
言
概
要

　
仙
北
市
で
は
無
人
運
転
バ
ス
の
公
道
で
の
実

証
実
験
を
行
っ
た
結
果
、
試
乗
し
た
子
ど
も
た

ち
に
、
夢
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
勉
強
も
始
ま

り
、
県
内
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
優
秀
な
成
績
を
収

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
変
化
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
国
有
林
は
市
域
面
積
の
７
割
も
占
め
る
大
き

な
財
産
で
す
が
、
市
民
の
生
活
に
直
接
恩
恵
が

あ
る
か
と
言
わ
れ
る
と
そ
う
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
国
有
林
の
活
用
方
法
を
変
え
て
い
こ

う
と
、
民
間
に
も
っ
と
活
用
し
て
も
ら
お
う
と

い
う
考
え
で
動
い
て
い
ま
す
。

　
旅
行
業
法
の
改
正
も
し
て
い
た
だ
き
、
今
後

農
家
民
宿
や
宿
泊
業
者
の
方
々
が
旅
行
業
を
始

め
や
す
い
環
境
に
な
り
ま
す
。

　
国
が
ど
う
の
こ
う
の
と
い
う
話
で
な
く
、
生

活
者
が
自
分
た
ち
の
生
活
を
よ
り
豊
か
に
し
て

い
こ
う
と
動
い
て
い
ま
す
。
こ
の
流
れ
を
止
め

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
国
家
戦
略
特
区
は
、
地
域

の
方
々
が
思
い
描
く
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
、

国
と
一
緒
に
取
り
組
め
る
制
度
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
流
れ
を
止
め
て
し
ま
え
ば
、
地
域
が

疲
弊
し
て
し
ま
い
ま
す
。
日
本
国
民
が
全
員
で

国
を
作
っ
て
い
く
た
め
の
第
一
歩
が
、
こ
の
国

家
戦
略
特
区
で
す
。
こ
の
思
い
を
し
っ
か
り
と

伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

【
最
近
の
動
向
①
】

 

外
国
医
師
の
臨
床
修
練
制
度
の
実
施
に
向
け
た
事
前
実
証 

　
６
月
17
日
～
20
日
の
４
日
間
に
わ
た
り
、
台
湾
大
学
医
院

金
山
分
院
か
ら
趙
家
德（
ち
ょ
う
か
と
く
）医
師
を
お
招
き
し
、

新
玉
川
温
泉
の
入
浴
相
談
室
で
湯
治
客
等
を
対
象
と
し
た
湯

治
・
健
康
相
談
を
市
川
晋
一
西
明
寺
診
療
所
長
の
協
力
の
も

と
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
前
実
証
は
、
国
家
戦
略
特
区
の
規
制
緩
和
メ
ニ
ュ
ー

で
あ
る
「
単
独
の
診
療
所
に
お
け
る
外
国
医
師
等
が
行
う
臨

床
修
練
制
度
」
の
活
用
に
向
け
た
前
段
と
し
て
、
温
泉
を
活

用
し
た
健
康
増
進
お
よ
び
外
国
人
観
光
客
の
誘
客
を
進
め
る

う
え
で
ど
ん
な
課
題
等
が
あ
る
か
、
抽
出
す
る
た
め
に
行
い

ま
し
た
。

　
台
湾
ア
ジ
ア
太
平
洋
国
際
温
泉
観
光
協
会
秋
田
・
仙
北
市
玉

川
大
会
に
参
加
さ
れ
た
台
湾
か
ら
の
観
光
客
５
人
に
協
力
い
た

だ
き
、
入
浴
方
法
や
温
泉
の
効
能
、
持
病
な
ど
に
つ
い
て
相
談

さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
日
本
の
温
泉
地
で
湯
治
健
康
相
談
が

可
能
で
あ
れ
ば
利

用
し
た
い
と
回
答

し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
規
制

緩
和
メ
ニ
ュ
ー
の

活
用
に
向
け
た
検

討
と
、
市
民
お
よ

び
外
国
人
観
光
客

が
安
心
・
安
全
に

湯
治
が
で
き
る
よ

う
な
取
り
組
み
の

検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

台湾からの観光客（右）に湯治健康相談を行う趙家德医師（中
央）と市川晋一西明寺診療所長（左）

「
単
独
の
診
療
所
に
お
け
る
外
国
医
師

等
が
行
う
臨
床
修
練
制
度
」
と
は

　
臨
床
修
練
制
度
の
活
用
に
よ
る
外
国

医
師
の
受
入
れ
を
、
現
在
の
「
指
定
病
院

と
の
間
で
緊
密
な
連
携
体
制
が
確
保
さ

れ
た
診
療
所
」
か
ら
、
指
導
医
に
よ
る
指

揮
監
督
体
制
を
確
保
し
、
国
際
交
流
の
推

進
に
主
体
的
に
取
り
組
む
も
の
で
あ
れ

ば
、「
単
独
の
診
療
所
」
で
も
臨
床
修
練
制

度
の
活
用
が
可
能
と
な
る
特
例
。

臨
床
修
練
の
定
義

　
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
病
院
に

お
い
て
、
外
国
医
師
等
が
指
導
医
等
の
実

地
の
指
導
監
督
の
下
に
医
業
等
を
行
う

こ
と
。

事前実証を行った趙家德医師

☎
（
43

）３
３
１
５

仙
北
市
地
方
創
生
・
総
合
戦
略
室
（
田
沢
湖
庁
舎
）

問
合
せ

山本大臣に申し入れを行う特区指定自治体等

申
し
入
れ
後
に
行
わ
れ
た
特
区
指
定
自
治
体
に
よ
る
記
者
会
見

の
様
子

　
　 

ド
ロ
ー
ン
の
操
縦
技
術
を
競
う
大
会
が
次
の
日

　
　 

程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】▼
７
月
22
日
㈯ 

11
時
30
分
～
14
時 

学
生
部
門

　
　
　 

▼
７
月
23
日
㈰ 

９
時
～
17
時 

一
般
部
門

【
場
所
】
田
沢
湖
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育
館

   

ド
ロ
ー
ン
テ
ク
ニ
カ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　 

仙
北
市

in

ここから

変わる近未来

地 区 術方 ・ 実創 近 証生 未 特特 技来 区

ここから変わる近未来
 地方創生特区・近未来技術実証特区 
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保
健
・
健
康
の
掲
示
板

B
ulletin board

ほ
け
ん
・
け
ん
こ
う
の
け
い
じ
ば
ん

保
健
・
健
康
の
掲
示
板

7／18火・8／22火

　10:00 ～ 15:00
　7月は「フレグランスカップ」を作ります。

語って、笑って、ホッと一息

えがおサロン

「えくぼの会」会員が毎月サロンを開

いています。 

お茶やコーヒーを飲んで語ってホッ

とするスペースです。

どなたでも参加できますので是非お

立ち寄りください。
傾聴ボランティア「えくぼの会」
小松 龍子

問合せ  仙北市保健課 ☎55-1112

場所　田沢湖健康増進センター

費用　100円（飲み物代）

※別に実費がかかる場合もあります。

8／2水　13:00 ～ 16:00
　血圧測定と健康講話
　演歌体操

相談は
秘密厳守

です

　特定健診は、生活習慣病の芽を見つける健診です。毎年、続けて

受けることで、生活習慣病の芽を早く見つけて摘み取ることができ

ます。年に一度、健診を受けて健康管理をしましょう！

集団健（検）診のお知らせ

年に一度、健診を受けて健康管理をしましょう！

問合せ　仙北市保健課  ☎55-1112

日程 健（検）診場所

7月27日㈭
白岩小学校体育館

7月28日㈮

7月31日㈪ 角館中学校体育館

8月   1日㈫ 中川小学校体育館

8月   2日㈬

角館交流センター8月   3日㈭

8月   4日㈮

8月   7日㈪ 雲然トレーニングセンター

（雲沢集落センター）8月   8日㈫

8月   9日㈬
西長野交流センター

（旧西長野小学校）

8月16日㈬

角館交流センター8月17日㈭

8月18日㈮

受付時間 13:00 ～ 15:00

　今年のがん検診の予定は？

問合せ  仙北市保健課  ☎55-1112

　日本人の 2人に 1人が“がん”になり、3人に 1人が“がん”で亡くなっており、死亡原因の第1位となってい

ます。部位別では、男性は、肺・胃・肝臓の順に、女性は、肺・胃・結腸の順で、結腸と直腸を合わせた大腸が

んは、男性３位、女性は 1位で、増加傾向にあります。

　しかし、診断と治療の進歩により、一部のがん検診では早期発見・早期治療が可能となってきており、がん

の死亡を減少させることが出来るようになっています。その一方、市のがん検診の受診率は、20 ～ 40％です。

　がんの早期発見・早期治療を目的として、市では各種がん検診を実施しています。このがん検診を受けるた

めには、「がん検診のしくみを知る」ことが大切です。下記を見ながら、今年のがん検診の受診予定を決めてみ

ませんか？どうしようか迷っている方は、保健課職員が一緒に考えます。

　Point2　がん検診の流れ

◆無症状のうちに、『がん』を早期発見し、治療することが大切です。無症状のうちにがんを発見することで、

　早期治療ができ、がんによる死亡のリスクを軽減することができます。

◆症状のある人は、早めに医療機関を受診しましょう。

　Point1　がん検診の対象は、症状の無い人

※受診地域は「仙北市健診ガイド」をご確認ください。指定

　日に都合がつかない場合は、他の健診日でも受けられます。

※健診対象に該当する世帯の方には、「仙北市健診ガイド」「受

　診券」を配布していますのでご確認ください。

※転入等で配布されていない方は、保健課、各地域センター、

　各出張所に「仙北市健診ガイド」がありますのでご利用く

　ださい。市のホームページでもご確認いただけます。

仙北市国民健康保険被保険者、後期高齢者医療保険被保

険者、年度年齢70歳以上の方、生活保護受給者（緊急時

医療依頼証を持参）、社会保険で世帯全員が市民税非課税

の方（市県民税世帯証明書《有料》を持参）

次の方は健（検）診料金が無料で受けられます

10:00～11:30
㈱安藤醸造 北浦本館

13:00～14:00
大曲支援学校せんぼく校

角館高校定時制課程
（献血バスは支援学校玄関前に着きます）

14:40～16:00
市立角館総合病院

問合せ 仙北市保健課　☎55-1112

7／28金

10:00～16:00
ワンダーモール

7／23日

献血のお知らせ7月

持ち物 健康保険証、受診券
【
特
定
健
診
、
後
期
高
齢
者
健
診
、
一
般
健
診
、
大
腸
が
ん

検
診
、
肺
が
ん
等
検
診
、
前
立
腺
が
ん
検
診
、
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
診
】

高齢者介護予防事業

申込・問合せ  仙北市包括支援センター ☎43-2283

定　員　　20人　※初回参加者を優先とします。

持ち物　　水着、水泳帽、バスタオル、飲み物

送　迎　　第2期は、角館方面の送迎をします。希望者は、申込時にお伝えください。

申込締切　7月31日㈪まで。申込をされた方には、後日詳しい内容をお知らせします。

場  所 西木温泉ふれあいプラザクリオンプール

参加費
（プール利用料）

1回 400円

フロントでお支払いください

75歳以上の方は無料
後期高齢者医療被保険者証を

フロントに提示してください

開催日　　8月17日㈭～ 11月2日㈭　毎週木曜日

時　間　　10:00～11:30
　　　　　　（初日と最終日は、終了が12:00になります）

対　象　　65歳以上で介護認定を受けていない方

　　　　　運動不足解消が目的の方

運動内容　有酸素運動・筋トレ

運動強度　★★★（やや強め）わくわく教室 運動強度　★★★（軽め）

開催日　　8月21日㈪～ 11月13日㈪　毎週月曜日

時　間　　10:00～11:30
　　　　　　（初日と最終日は、終了が12:00になります）

対　象　　65歳以上で介護認定を受けていない方

　　　　　足腰等に痛みなどの症状がある方

運動内容　水中歩行・軽い筋トレ

浮き浮き教室

　クリオンの温泉プールを活用した水中運動教室の参加者を募集します。

　水中を歩きながらの運動で、関節痛等がある方でも楽に大きな負担なく

運動できます。楽しく運動して、身も心も元気になりましょう。ぜひ、ご

参加ください。

※運動の強度によって、2つの教室があります。どちらかの教室をお選びください。

　曜日は、祝日や休館日の都合で、変更になることがあります。

がん検診

あなたは、どのがん検診を、
いつ・どこで受けますか？

　Point3　市で実施しているがん検診

検診の種類 対象者 受診間隔 検診内容

胃がん検診 40歳以上 毎年 検診車での胃部Ｘ線検査

肺がん検診 40歳以上 毎年 ①検診車での胸部Ｘ線検査  ②市立角館総合病院でのＣＴ検査

前立腺がん検診 50歳以上男性 毎年 検診会場での採血検査

大腸がん検診 40歳以上 毎年 検診会場へ便潜血検査の提出

子宮がん検診

20歳以上女性 毎年
①検診車での子宮頸部の細胞診

②協力医療機関での子宮頸部の細胞診

40歳以上女性
2年に
1回

①検診車での子宮頸部の細胞診

②市立角館総合病院での子宮頸部の細胞診

乳がん検診 40歳以上女性
2年に
1回

①検診車でのマンモグラフィ

②市立角館総合病院でのマンモグラフィ

異常あり 精密検査

異常なしまたは良性の病変

がん 治療

異常なし 次回検診

健康ワン
ポイント

精密検査が必要な方は、
必ず医療機関を受診しましょう

『わくわく教室』『浮き浮き教室』

 第2期参加者募集！

足腰の痛みが

軽くなり、階

段の昇り降り

も楽になった

専門の講師の

方が楽しく教

えてくれるか

ら安心！
みんなで笑

いながら、

楽しく気分

も爽快！

 第１期参加者の声 
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Ａターン就職フェア
開催のお知らせ
　県外に在住

し秋田県内で

の就職を希望

する方を対象

とした「Ａター

ン就職フェア

in 東京」「Ａターン就職フェア in 秋田」

を開催します。当日は、県内企業ブース

による企業説明会や個別面談、Ａターン

希望者を対象としたミニセミナーや各相

談ブースによる就職相談や移住相談等を

行います。

　ご家族、お知り合いの方でＡターン就

職希望の方がいらっしゃいましたら、ぜ

ひ、お知らせください。

A ターンフェア in 東京

【日時】8月5日土 11:00 ～ 16:00

　（受付 10:30 ～）

【場所】浅草橋ヒューリックホール

　（東京都台東区浅草橋1-22-16）

A ターンフェア in 秋田

【日時】8月12日土 11:00 ～ 15:00

　（受付 10:30 ～）

【場所】アトリオン （秋田市中通2-3-8）

【対象】県外在住で秋田県内への就職を希

望するＡターン希望者（学生も参加可）

【問合せ】Ａターンプラザ秋田（秋田県東

京事務所）　☎0120-122-255

OSHIRASE NAVIイベント

縁寿相談会
　仙北市の結婚サポーターが、出会いの

場を希望する独身の方やそのご家族の方

たちの相談に応じます。お気軽にご利用

ください。

【日時】8月3日木 10:00 ～ 12:00

【場所】西木公民館

【結婚サポーター】小松龍子・畠澤みつ子

【問合せ】仙北市地方創生・総合戦略室  

☎43-3315

OSHIRASE NAVI相　談

みちのくの元気発信！

第46回全東北民謡選手権
大会観覧者募集

【日時】10月1日日 14:00 開演

【場所】大仙市大曲市民会館ホール

【ゲスト】 ▼小野花子（民謡歌手） ▼東エイ

子社中（手踊り）

【申込方法】はがきに、郵便番号・住所・

氏名・年齢を明記し、ABS 秋田放送テ

レビ制作部「全東北民謡選手権観覧希

望」係（秋田市山王7丁目9-42）まで

送付してください。

【申込期限】9月13日水 （消印有効）

【問合せ】秋田放送テレビ制作部

　☎018-824-8525

OSHIRASE NAVI募　集

秋田内陸線ウォーク2017
　秋田内陸線沿線を歩くイベント、「秋田

内陸線ウォーク 2017」の第 5 回の参加

者を募集しています。

【日時】7月23日 日 八津駅受付9:00 ～

11:30 

　※角館9:23発または11:02発の列車

が便利です（11:02発の急行は、八津

駅に臨時停車します）

【コース】八津駅前か

ら松葉駅前 約9㎞

（約2 ～ 3時間）

【参加料】300円

【その他】2日前までお申し込みください。

【申込・問合せ】秋田内陸縦貫鉄道（株）

　☎0186-82-3231

OSHIRASE NAVI募　集

OSHIRASE NAVI相　談

無料法律相談
　市では、法律問題でお困りの方が、お気軽に法律の専門家（＝弁護士）に相談できるよう、

秋田弁護士会のご協力をいただき、次のとおり無料法律相談を開催します。

【日時】7月26日水 13:30 ～

【場所】角館交流センター 第2研修室

【相談員】草薙秀樹弁護士

【相談内容】 ▼一般法律相談（法律問題全般のご相談） ▼サラ金・クレジットなど多重債務

のご相談 ▼中小企業・個人事業に関するご相談 ▼高齢者・障がい者に関するご相談 ▼

交通事故に関するご相談 ▼子どもに関するご相談

【申込方法】総務課総務係に電話で予約してください。

【予約受付時間】平日9:00 ～ 17:00

【相談時間等】1日先着5人。1人30分以内。（①13:30 ～ 14:00  ②14:05 ～ 14:35  

③14:40 ～ 15:10  ④15:15 ～ 15:45  ⑤15:50 ～ 16:20）

【その他】相談がスムーズに進むよう、あらかじめ話の内容をまとめてきてください。相

談に必要と思われる資料がありましたらお持ちください。

【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111

秋田県よろず支援拠点

｢サテライト仙北｣開設
　中小企業や小規模事業者の経営者が抱

える経営上のあらゆる相談を各分野に精

通したコーディネーターが応じます。

【日時】7月から平成30年3月までの毎月

第４月曜日 10:00 ～ 15:00

【場所】仙北市役所 中町庁舎 2階 会議室

【相談方法】電話による事前予約が必要。

1企業（事業者）あたり、1時間程度の

相談時間。

【相談料】無料（具体的な支援の段階で自

己負担が発生する場合があります）

【申込・問合せ】公益財団法人 あきた企業

活性化センター 秋田県よろず支援拠点

  ☎018-860-5605

OSHIRASE NAVI相　談

角館樺細工伝承館

「飾山囃子（おやまばやし）」実演のお知らせ
　昨年 11 月にユネスコ無形文化遺産に登録となった国指定重要無形民俗文化財「角

館祭りのやま行事」の中心的役割を担う、仙北市を代表する民俗芸能である「飾山

囃子（おやまばやし）」を、多くのお客様にご覧いただくため、秋田おばこによる手

踊りや、お囃子の実演を行います。飾山囃子の実演は、自由にご覧になれますので、

ぜひお立ち寄りください。なお、期間中は、「角館のお祭り展」の特別展も開催して

いますので、併せてご覧ください。（展示室の入館は有料となります。ただし、仙北

市民の方は展示室への入館も無料です。）

【日程】7月22日土 ～ 9月3日日 の毎週土・日曜日

　（8月12日・13日を除く）

【時間】　 ▼ 1回目 10:00 ～　 ▼ 2回目 11:00 ～

【場所】角館樺細工伝承館

【問合せ】角館樺細工伝承館　☎54-1700

OSHIRASE NAVIイベント

おはなし会『うさぎのみみ』

　仙北市総合情報センター・学習資料館

では、月に１度、おはなしボランティア

『うさぎのみみ』の皆さんによるおはなし

会を開催しています。お子様と一緒にぜ

ひお越しください。

【日時】8月5日土 10:00 ～ 11:00

【場所】仙北市総合情報センター・学習資

料館　おはなしコーナー

【内容】 ▼パネルシアター「おばけなんてな

いさ」 ▼大型かみしばい「あめをかいに

くるおんな」 ▼かわいい「おばけ」のおは

なしを準備して待っています♪ ▼最後

にみんなで「ぬりえ」をしましょう♪

【問合せ】学習資料館  ☎43-3333

OSHIRASE NAVIイベント

第3回田沢湖駅前広場夏まつり

カラオケ大会出場者募集
　いっしょにまつりを盛り上げませんか？

【日時】8月15日 火 13:00頃～（開始時

間は変更になる場合があります）

【場所】田沢湖駅前広場夏まつり会場

【参加料】1,000円（当日受付にて徴収）

【募集人数】先着20人

　（男女、年齢問わず）

【募集期間】7月18日火 ～ 31日月 

【その他】 ▼ 1～3位を表彰。副賞、飛び賞、

参加賞あり。 ▼歌は2番まで、審査員

による審査。 ▼曲名の CD、テープを

準備してください。

【申込・問合せ】村上  ☎43-1191

OSHIRASE NAVI募　集

第12回仙北市スポーツ少年団陸上競技大会
【日時】10 月 9 日 月・祝 8:30 ～ 12:30　　【場所】生保内中学校陸上競技場

【種目】 ▼ 100m（全学年男女） ▼ 200m・1000m・400mR（4年生以上男子）

　 ▼ 200m・800m・400mR（4年生以上女子）

　 ▼走幅跳・走高跳・ソフトボール投（4年生以上男女）

【参加料】300円

【参加資格・条件】 ▼仙北市スポ少登録者と市内小学生 ▼リレーを除き1人1種目

　 ▼リレーチーム編成は補欠を含む6人以内、単位団体から2チームまで

【申込】申込用紙は体育協会窓口に設置

【申込期限】8 月 31 日木 

【申込・問合せ】仙北市スポーツ少年団陸上競技大会実行委員会（仙北市体育協会内）

　☎・FAX 共 54-3474

OSHIRASE NAVI募　集

仙北市と東北大学との連携協定記念シンポジウム
【日時】8月1日火 15:00 ～ 17:00

【場所】田沢湖総合開発センター

【プログラム】 ▼ 15:00 ～　開会

　 ▼ 15:15 ～ 15:45　講演「地域の資源と新未来　－温泉水素と希少資源－」

　　　　　　　　　　   土屋範芳氏（東北大学大学院　環境科学研究科　教授）

　 ▼ 15:50 ～ 16:20　講演「燃料電池によるエネルギーの新しい使い方」

　　　　　　　　　　   川田達也氏（東北大学大学院　環境科学研究科　教授）

　 ▼ 16:25 ～ 16:55　講演「人口減少社会での自然共生・里山の循環について」

　　　　　　　　　　   香坂玲氏（東北大学大学院　環境科学研究科　教授）

【その他】シンポジウム終了後、当センターの農林研修室で情報交換会を予定してい

　ます。2,000 円の会費制となりますが、参加ご希望の方は 7 月 26 日水までにお

　申し込みください。

【申込・問合せ】仙北市地方創生・総合戦略室　☎43-3315

OSHIRASE NAVIイベント

～人生を唄う・語る～

山谷初男はっぽん館
コンサート

【日時】7月29日土 14:00（13:30開場）

【場所】はっぽん館（角館町下菅沢 25-1）

【入場料】無料

【上演目】

　 ▼第1部 お囃子（秋月会）・手踊り（藤原

ミサ子社中）

　 ▼第2部 童謡ほか（山谷初男）

　 ▼第3部 寺山修司歌集・シャンソンほか

（山谷初男）

【問合せ】山谷初男はっぽん館コンサート

実行委員会　浅利

　☎080-3197-0579

OSHIRASE NAVIイベント

仙北市社会福祉協議会　

7月の心配ごと相談日
　社会福祉協議会では、相談援助活動と

して心配ごと相談を行っています。お気

軽にご利用ください。

【日時・場所】

　 ▼ 18日火	 10:00 ～ 12:00

　社会福祉協議会西木支所

　 ▼ 19日水 13:00 ～ 16:00

　田沢湖総合開発センター

【問合せ】仙北市社会福祉協議会 

　☎52-1624

OSHIRASE NAVI相　談

おしらせナビ
OSHIRASE NAVIおしらせナビ

OSHIRASE NAVI
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OSHIRASE NAVIお知らせ

東北電力から
愛犬家の皆さまへお願い
　東北電力では、検針員が毎月お客さま

の電気メーター（計量器）の検針作業に

お伺いしています。その際、犬に吠えら

れて検針作業ができなかったり、犬に噛

みつかれる等の事故が発生しています。

　愛犬家の皆さまには、検針作業へのご

理解とあわせて愛犬の管理にご配慮いた

だき、円滑な検針作業と事故の未然防止

にご協力をお願いします。

【問合せ】東北電力大曲営業所お客さま

サービス課　☎0187-62-8832

あきたエコマイスター県南協議会

施設見学会参加者募集
【日時】9月5日火 11:00 ～ 15:30

【場所】食品リサイクル工場（横手市柳田

字新藤190-19）

【その他】約30分の工場見学後、十文字

道の駅で昼食の予定。昼食後は東成瀬

村の菅与さんの牧場を見学予定。

【申込・問合せ】あきたエコマイスター県

南協議会 佐々木 ☎090-6783-3612

OSHIRASE NAVI募　集

出会い応援隊イベント

「秋田駒ヶ岳トレッキング」
～緑の風と青い空と雲上のお花畑～

【期日】8 月 6 日日 　　【集合時間】8:00（16:00 終了予定）

【集合場所】アルパこまくさ（田沢湖高原）

【トレッキングコース】新道コース - 阿弥陀池（昼食）- シャクナゲコース《初心者向け》

【参加料】2,000 円（八合目までの往復バス代・保険料含む）

【募集人数】男性 10 人・女性 10 人（いずれも 25 歳～ 45 歳までの独身の方）

【申込期限】7 月 23 日日

【持ち物】昼食、飲み物、雨具、登山に適した服装と靴、着替え

【その他】 ▼小雨決行、荒天時中止（中止の場合は前日に連絡します） ▼キャンセル

の場合は必ず事前に連絡をお願いします。

【申込・問合せ】伊藤惣孝　☎090-8925-7124

　E-mail soko@akita-partnership.jp

OSHIRASE NAVI募　集OSHIRASE NAVIお知らせ

夏休み中の事故に注意！
　まもなく夏休みが始まります。夏休み

と言えば、プールや海水浴・花火やバー

ベキューなど楽しい行事が沢山あります

が、楽しい行事も一歩間違えれば大きな

事故に繋がります。以下のことに注意し、

楽しい夏休みにしましょう。

【プールや海水浴での注意】

◎遊泳中に溺れたり、プールサイドで滑っ

て怪我をするほか、排水口への引き込

み事故や飛び込みによる怪我がありま

す。怪我のないようにマナーを守って

安全に遊びましょう。

◎海では突然大きな

波が襲ってきた

り、思わぬ所に深

みがあったりしま

す。遊泳禁止区域で泳ぐのはやめ、深

みや滑りやすい所に注意しましょう。

【花火やバーベキューでの注意】

◎人や建物に花火を向けないようにしま

しょう。

◎風が強い場合は火の粉が飛びやすく

なっています。いざというときや、燃

えさし入れに使用するため水バケツを

用意しましょう。

【問合せ】角館消防署  ☎54-2302

シルバー人材センターの
会員を募集中
　シルバー人材センターでは、「原則 60

歳以上の健康で働く意欲のある方」を募

集しています。入会の申し込みに関して

は、毎月１回（2 月を除く）開催してい

る「入会説明会」で、センター事業の説

明や入会手続きをします。

　特に女性会員が少なくなってきていま

すので、ご夫婦お揃いでの参加はもちろ

ん、お知り合いの方などお誘い合わせの

上、多数の参加をお待ちしています。

　詳細につきましては、事務局までお問

い合わせください。

【問合せ】仙北市シルバー人材センター 

　☎55-1646

OSHIRASE NAVI募　集

平成30年4月から本格化

「無期転換ルール」
　「無期転換ルール」とは、有期労働契約

が反復更新されて通算 5 年を超えたとき

は、労働者の申込みにより、期間の定め

のない労働契約（無期労働契約）に転換

できるルールです。「パート」「アルバイト」

などの名称を問わず、契約期間に定めの

ある全ての方が対象です。

　無期転換ルールを避けることを目的と

した雇止めは、労働契約法の趣旨に照ら

して望ましいものではありません。無期

転換がもたらすメリットについて十分ご

理解いただき、円滑な無期転換を進める

ための取り組みをお願いします。

【問合せ】秋田労働局雇用環境・均等室  

☎018-862-6684

　詳しくは、「無期転換ポータルサイト

（http://muki.mhlw.go.jp）へアクセス

してください。

OSHIRASE NAVIお知らせ

あきた県民文化芸術祭2017
「あきたの文芸」作品募集
【募集作品】 ▼小説・評論 ▼詩 ▼短歌 ▼俳

句 ▼川柳 ▼エッセイ

【応募資格】 ▼秋田県内に居住または勤務

（通学）の方 ▼秋田県出身の方（過去に

1年以上居住したことがある方を含む） 

▼秋田県内の文芸団体に所属する方 ▼

いずれも満16歳以上の方（平成29年

度中に16歳になる方含む）

【投稿料】1,000円（学生は無料）

【募集期限】8月31日木 （当日必着）

【その他】詳しくは、下記までお問い合わ

せください。

【問合せ】秋田県観光文化スポーツ部文化

振興課 あきたの文芸係 

　☎018-860-1530

　E-mail bunkashinkouka@pref.akita.

lg.jp

OSHIRASE NAVI募　集

特殊詐欺の被害防止のために

● 普段から留守番電話にしているだけで効果的です。

● ＡＴＭの振込み・引き出し限度額を引き下げましょう。

● 電話でお金の話になったら、お金を用意する前に詐欺を疑い、まず

　は家族などに確認・相談しましょう。

仙北警察署  ☎53-2111　仙北市消費生活センター  ☎43-3308

OSHIRASE NAVIお知らせ

電話でお金の話をされたら

詐欺用心 !
サ　 　ギ

一人で決めない 振り込まない

▼  電子マネー（プリペイドカード等）の番号を教えることは現金を渡すことと同じです。

「サイト料の未納がある」や
「電子マネーを買って」は詐欺です。

宅配便・ゆうパック・レターパックで
「現金を送れ」は詐欺です。

「名義を貸して」という電話は詐欺です。

その電話の相手は、本当に息子さんですか？

▼  県や市役所の担当者が税金などの「還付金」について
　 電話で連絡することはありません。また、「携帯電話を

　 持って ATM に行って」も詐欺の手口です。

電話で「還付金」の連絡は詐欺です。

サ　　ギ
おしらせナビ

OSHIRASE NAVIおしらせナビ
OSHIRASE NAVI
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旬な情報チャンネル

まちづくり日記／かくのだてフィル
ムコミッション ロケーションだより

市役所からのお知らせ

学び・ふれあい・心豊かに　生涯学習

ここから変わる近未来

保健・健康の掲示板

おしらせナビ

仙北市カレンダー

7/
１６ 日 ●平和の願いを込めて劇映画「母」上映（角館交流センター 10:30 ～、13:30 ～） 7/1･P22

１７ 月
●福祉医療費受給者証更新日（詳しい時間・場所は 7 月 1 日号 14 ページをご覧くださ

い） 7/1･P14  21 日まで

１８ 火

●えがおサロン（田沢湖健康増進センター 10:00 ～ 15:00） P17  

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（社会福祉協議会西木支所 10:00 ～ 12:00） P19  

●オレンジカフェ（田沢湖総合開発センター 13:30 ～ 15:30、下延コミュニティセンター

14:00 ～ 16:00） 7/1･P9

●出張さくラッコ in 西木（西木保健センター 10:00 ～ 15:00） 7/1･P19

●胃がん検診（詳しい時間・場所は 6 月 16 日号 18 ページをご覧ください） 6/16･P18  

8 月 7 日まで  ※土曜日・23 日以外の日曜日は除く

1９ 水

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター 13:00 ～ 16:00） P19

●えくぼの会（角館交流センター 10:00 ～ 14:00） 7/1･P8

●山野草の寄せ植え教室（西木公民館 13:30 ～ 15:30） 7/1･P16

●行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター 13:00 ～ 16:00） 7/1･P23

●若返り教室（角館交流センター 10:00 ～ 11:30） 6/16･P18

２０ 木
●行政相談所開設日（角館交流センター 13:00 ～ 16:00） 7/1･P23

●リフレッシュ教室（西木温泉ふれあいプラザクリオンプール 18:00 ～ 19:00） 5/16･P12

２１ 金

●笑いの会（角館健康管理センター 10:00 ～ 11:30 頃） 7/1･P8

●オレンジカフェ（往生院 14:00 ～ 16:00） 7/1･P9

●地域サポーター養成講座（田沢湖総合開発センター 18:30 ～ 20:30） 7/1･P16

●わくわく広場（さくラッコ 10:30 ～ 11:30） 7/1･P19

●秋田県南若者サポートステーションよこて無料出張相談（角館交流センター 9:00 ～ 15:00）

7/1･P23

●角館調停協会無料調停相談会（角館簡易裁判所 10:00 ～ 15:00） 7/1･P23

●温泉浴マイスター人材育成講座（西木温泉ふれあいプラザクリオン 9:00 ～17:00）6/16･P21

２２ 土

●ドローンテクニカルチャレンジ in 仙北市（田沢湖スポーツセンター 11:30 ～ 14:00）P15

●「飾山囃子（おやまばやし）」実演（角館樺細工伝承館 10:00 ～、11:00 ～） P18  

9 月 3 日までの毎週土・日曜日  ※8 月12日・13日は除く

●親子陶芸体験教室（角館東地区公民館 9:30 ～ 11:00） 7/1･P16

●生保内中学校美術部展（田沢湖駅「フォレイク前」） 7/1･P22  30 日まで

●エコクラフトのかご作り教室（西木公民館 9:30 ～ 11:30） 5/16･P6

２３ 日
●ドローンテクニカルチャレンジ in 仙北市（田沢湖スポーツセンター9:00 ～17:00）P15

●献血（ワンダーモール 10:00 ～ 16:00） P17

●秋田内陸線ウォーク 2017（八津駅受付 9:00 ～ 11:30） P19

２４ 月 ●こころの相談（角館交流センター 13:30 ～ 14:30、15:00 ～ 16:00） 7/1･P8

２５ 火
●ふるさと講座（西木公民館 9:00 集合） 6/1･P14

●テーブルフラワー教室（田沢湖総合開発センター 10:00 ～ 11:30） 5/16･P6

●民謡 ( 生保内節元唄 ) 教室（田沢湖総合開発センター 19:00 ～ 20:30） 4/16･P16

２６ 水
●無料法律相談（角館交流センター 13:30 ～） P19  

●若返り教室（角館交流センター 10:00 ～ 11:30） 6/16･P18

２７ 木

●集団健( 検 )診（詳しい時間・場所は 7 月 16 日号 16 ページをご覧ください） P16  

8 月 18 日まで  ※土・日曜日は除く

●すくすく成長記録 Day（さくラッコ 10:30 ～ 11:30） 7/1･P19

●リフレッシュ教室（西木温泉ふれあいプラザクリオンプール 18:00 ～ 19:00） 5/16･P12

２８ 金
●献血（詳しい時間・場所は 17 ページをご覧ください） P17

●行政相談所開設日（市役所桧木内出張所 13:00 ～ 16:00） 7/1･P23

●自然散策会（トレッキング）（田沢湖総合開発センター 8:30 集合） 6/1･P14

２９ 土

●山谷初男はっぽん館コンサート（はっぽん館　開場 13:30、開演 14:00 ～） P18  

●夏休みソープカービング親子体験教室（角館公民館 9:30 ～ 12:00） 7/1･P16

●「オーストラリアの風変わりな動物たち」特別教室  親子で手作りステンシルトートバッグ（田

沢湖図書館 10:00 ～ 12:00、14:00 ～ 16:00）7/1･P17

●秋田 25 市町村対抗駅伝ふるさとあきたラン ! 仙北市選抜チーム選手選考会（生保内中学校

陸上競技場　9:00 競技開始） 6/16･P22

３０ 日
●第 2 回田沢湖歴史再発見塾（石神会館 9:00 ～ 15:30） 7/1･P16

●青少年東北民俗芸能の祭典 2017（わらび劇場 10:00 ～ 12:30） 7/1･P22

３１ 月
●夜間納税窓口開設日（市役所田沢湖・角館・西木庁舎 17:15 ～ 19:00） P12  

●就学や教育に関する相談会（角館交流センター 10:00 ～ 15:00） 7/1･P6

仙北市カレンダー 7/16 日  ～ 31 月

●発行・編集　仙北市役所総務課文書広報係　●製作協力　広報編集委員会　●発行日　1 日・16 日

●〒 014-1298　秋田県仙北市田沢湖生保内字宮ノ後 30 番地　● TEL 0187-43-1111　● FAX 0187-43-1300

● E-mail　semboku@city.semboku.akita.jp　● URL　http://www.city.semboku.akita.jp/　● facebook　https://www.facebook.com/sembokucity　

●印刷　㈱松本印刷
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広報担当者の

SG　取材で中川小学校の「夢
の教室」に。元陸上競技選手で、
400 ｍハードルの選手だった秋
本真吾さんが夢の先生。自分
も高校時代に同じ種目をやっ
ていたので、親近感が湧きま
す。体育館でハードル走を見
て、子どもたちと一緒に「す
ごい！」の歓声を上げ、教室
では秋本さんの夢を叶えるま
でのお話に聞き入ってしまい
ました。高校を卒業してから数
十年。ハードル跳べるかなぁ。

FK　お店のあちこちで「冷や
し中華始めました！」の貼り
紙を見かけるようになり、い
よいよ夏だなぁと感じます。
暑い日に食べる冷たい麺はも
ちろんおいしいですが、涼し
い店内で食べる熱々・激辛ラー
メンがまた格別。お腹を壊さな
いように気をつけて、暑い夏を
元気に乗り越えようと思います。

MT　きびきびとした動きで、
訓練成果を競い合う消防訓練
大会。仙北市の安全安心な暮
らしを守るため、団員の皆さ
んが日々鍛錬を積んでいるこ
とを実感しました。思わずカ
メラを握る手にも力が…。消
防団員は随時募集中とのこと
です。心意気のある方はぜひ！
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